










（６）

H図

５　背面に丸みや凸凹がある薄型テレビの取り付け方法

（１）H図の（！）図は、３項で取り付けたネジとスペーサーの状態を示しています。
次の工程でネジの頭部にリモコン壁掛け金具本体に引っかけるので、ネジの頭は少しだけ出しておいて下さい。

（２）液晶テレビの取り付け前に、リモコン壁掛け金具は、図４のようにテレビ取り付け面を前面方向に引き出して作業して下さい。

( ３）次に（２）図のように、薄型テレビを持ち上げて、その背面にねじ込んだネジに、壁面に取り付けたリモコン壁掛け金具本体（A) の最
上部のカギ型をした穴を通して引っかけます。リモコン壁掛け金具本体（A) は、必ずスペーサーの上に載せて下さい。

（４）リモコン壁掛け金具（A) の下部の取り付け穴と、薄型テにレビの下部の取り付け用穴を（３）図のように合わせます。
先に調べたネジの口径に従い、M4ネジ（O)、又はM5（P)、又はM6（Q)、　及びM4/M6（R)、又はM6/M8（S) スペーサーを薄型テ
レビと金具の間に挿入して、下側の 2箇所で、薄型テレビをリモコン壁掛け金具本体にしっかりと固定します。

（４）同様に、先程（２）で引っかけた 2本のネジもしっかりとねじ込んで下さい。

注意：財産への損傷や、人的な傷害を避けるため、薄型テレビは、大人二人以上で持ち上げて下さい。

（A) リモコン壁掛け金具本体

　R(M4/M5)
又は S(M6/M8)
　スペーサー

O(M4)、又は P(M5)
又は Q(M6) ネジ

　R(M4/M5)
又は S(M6/M8)
　スペーサー

O(M4)、又は P(M5)
又は Q(M6) ネジ

(３図）

(２図）

(１図）
前々項でねじ込み済み

この部分にリモコン壁掛け金具本体のカギ穴を引っか
けるので、ネジはテレビから少しだけ浮いている事

カギ穴

テレビとリモコン壁掛け金具本体の間に
スペーサーを挿入すること

開梱時、平面的に収納
してあるリモコン壁掛
け金具は、４図のよう
に、前面に引き出すと
作業性が向上します。

注：以下の図は、解りやすくするために、リモコン壁掛け金具の
　　一部をは省略して表示してます。

( ４図）
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６　付属品の取り付け

I 図

J 図

７　リモコン受光器の設置

（１）リモコン受光器（C) のプラグは、I 図のようにリモコン壁掛け金具本体（A) の「IR」と表示したジャックに差し込みます。

（２）同様に、電源プラグ（B) は、「DC12V」と表示したジャックに差し込みます。

（１）リモコン受光器（C) は、正面から見通せる場所、例えば J図のようにテレビの上や、テレビの下に貼り付けて配置します。
リモコン送信機からの赤外線が、障害物に邪魔されずに、リモコン受光器に到達する事が大切です。

（２）ワイヤー類の束線に必要があれば、ワイヤータイ（T) を活用して下さい。
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(C) リモコン受光器

(B) 電源プラグ

(C) リモコン受光器

液晶テレビ正面

1.「SETUP/RESET」ボタン
　　各メモリーの初期化を行います

3.「左旋回設定」ボタン
       注：テレビを左旋回させた場合に、テレビが       
　　　　壁に当らない確度で自動停止させる設
　　　　定を行なうボタンです

6.「左向きスイーベル」ボタン

7.「ホームポジション」ボタン

9. オリジナルポジション「メモリー 1」ボタン

2.「動作 LED」
　注：機能ボタンとしての機能はありません
　点滅時：信号送信中
　点燈時：メモリーセット、又はキャンセル

5.「右旋回設定」ボタン
      注：テレビを右旋回させた場合に、テレビ　　
　　が壁に当らない確度で自動停
      　止させる設定を行なうボタンです

8.「右向きスイーベル」ボタン

11. オリジナルポジション「メモリー 2」ボタン

4.「上向きティルト」ボタン

10.「下向きティルト」ボタン

８　リモコン送信機の説明

K図

初期設定の方法は８頁に記載してあります
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